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HCVに対する抗ウイルス治療後、SVR後の病態に関する研究

国立感染症研究所、東京大学消化器内科、兵庫医科大学医学超音波セン
ター・内科肝胆膵科・消化器内科、浜松医科大学ウイルス学、国立国際
医療研究センター国府台病院　肝炎・免疫研究センター、大阪大学大学
院医学系研究科　消化器内科学、武蔵野赤十字病院　消化器科、東京慈
恵会医科大学・実験動物学、分子細胞生物学、京都大学大学院医学研究
科・消化器内科、名古屋大学消化器内科、大阪大学微生物病研究所

　　　　　平成26年7月　　～　　平成28年3月

肝疾患イベント抑止効果が得られるかどうか、線維化改善がえられるか
については今後の大きな検討課題である。

定・病態の解明を目的にした研究である。

省科学研究「HCVに対する抗ウイルス治療後SVR後の病態に関する研究」
の研究分担者として行うものである。

・研究対象は1990年から2014年6月までに抗ウイルス療法を施行し、SVR
が得られたC型慢性肝炎・肝硬変の方です。

・診療上の必要性から肝生検を施行した方を対象として、SVRによる線
維化改善・非改善に関わる因子を検討します。


